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無線アドホックにおける検討状況 

 

１．開催状況 

 (1) 第１回 平成２３年１１月２２日（火）１３：００～１５：００ 

 (2) 第２回 平成２３年１２月 ８日（木）１０：００～１２：００ 

 

２．これまでの検討状況 

 (1) 共存条件に関する基本的な考え方について 

・ 23GHz 帯無線伝送システムから無線エントランスシステムへの与干渉及

び被干渉について、パラメータを設定して検討することとした。 

・ 先ずは、23GHz 帯無線伝送システムから無線エントランスシステムへの

干渉について検討を行うこととした。 

 

 (2) 干渉検討のためのパラメータ等について 

・ 23GHz 帯無線伝送システムの干渉検討用パラメータについては、基本的

には、平成 22年度の技術試験事務で検討した際のパラメータ（別紙１）

を用いることとした。 

・ ただし、スプリアスレベルについては、スペクトルマスクを絶対値で規

定したモデルで検討することとした。（別紙２） 

・ また、23GHz 帯無線伝送システムの干渉検討用として、３種類のアンテ

ナ特性を仮定して検討した。 

・ 無線エントランスシステムの干渉検討用パラメータについては、標準的

なシステムとして別紙３を用いることとした。 

 

 (3) 干渉検討の方法について 

・ 23GHz 帯無線伝送システムから無線エントランスシステムへの干渉につ

いて、自由空間伝搬損失とアンテナの指向特性を考慮し、帯域内許容雑

音レベル及び帯域外許容雑音レベルを満足する所要離隔距離をそれぞ

れ求めた。 

 

 (4) 干渉検討結果について（別紙４） 

  ① 90度セクターアンテナ 

・ 主方向からの角度が０度から±４５度まで（主方向）の場合は、帯

域内許容雑音レベルしきい値を満たす所要離隔距離は 35.7kmとなっ

た。また、主方向からの角度が±９０度から±１８０度までの場合

は、帯域内許容雑音レベルしきい値を満たす所要離隔距離は 1.1km
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となった。 

・ 感度抑圧干渉については、主方向において所要離隔距離は 1km 以下

であった。 

 

  ② 30cmパラボラアンテナ 

・ 主方向からの角度が０度（主方向）の場合は、帯域内許容雑音レベ

ルしきい値を満たす所要離隔距離は 134.1km となった。また、主方

向からの角度が±３０度から±１８０度までの場合は、帯域内許容

雑音レベルしきい値を満たす所要離隔距離は 1.3kmとなった。 

・ 感度抑圧干渉については、主方向において所要離隔距離は 3km 以下

であった。 

 

  ③ 60cmパラボラアンテナ 

・ 主方向からの角度が０度（主方向）の場合は、帯域内許容雑音レベ

ルしきい値を満たす所要離隔距離は 252.6km となった。また、主方

向からの角度が±３０度から±１８０度までの場合は、帯域内許容

雑音レベルしきい値を満たす所要離隔距離は 0.8kmとなった。 

・ 感度抑圧干渉については、主方向において所要離隔距離は 5.3km 以

下であった。 

 

３．今後の主な検討課題 

(1) 事前調整の仕組み 

(2) 移動局（小電力・10チャンネル程度）の場合の干渉検討 

(3) 携帯エントランス回線から無線伝送システムへの影響をシミュレーショ

ン検討 

(4) 送信マスクを技術基準として盛り込むことが可能か検討。 

 

４．次回開催予定 

  第３回 平成２４年１月１３日（金）１０：００～１２：００ 



別紙 １ 

標 準 値 備 考 

周波数 ２３.２～２３.６GHｚ ８.３W/ｃｈ（６０波時） 

空中線電力 ９.２ｄBm 

送信アンテナ利得 

２３ｄBi セクターアンテナ 

３４.５ｄBi Φ３０cmパラボラ相当 

４０ｄBi 
 

Φ６０cmパラボラ相当 

給電線損失（送信） １ｄB 

受信アンテナ利得 ３４.６ｄBi ３０φ 

給電線損失（受信） １ｄB 

受信機雑音指数 ７ｄB（５dB） ここでは、厳しい値として5dBを使用す

る。 

干渉許容値 －１１８.８ｄBm/MHｚ I/N＝－１０ｄB 

２３GHｚ帯無線伝送システムの当該無線局の前提条件 
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２３GHｚ帯デジタル無線分配システムの送信スペクトルマスク（絶対値） 

別紙 ２ 

4
 



別紙 ３ 

集約局側 基地局設置ビル側 備考 

無線周波数 22.4 ～ 22.6GHz（低群）, 23.0 ～ 23.2GHz（高群） 

送信出力 27dBm 

占有周波数帯域幅 36.5MHz以下（64QAM） 

変調方式 64QAM 

アンテナ利得 46dBi（120cm） 40dBi（60cm） 送受共用アンテナ 

アンテナ指向特性 
ITU-R F.699（Single entry） 
ITU-R F.1245（Aggregate） 

アンテナ地上高 50m 20m 

給電損失 0dB 
冗長構成なし 

無線装置とアンテナは直結 

雑音指数 8dB 

不要発射の許容値 
帯域外領域：-10dBm（/10kHz～/MHz） 

スプリアス領域：-13dBm/MHz 

許容干渉レベル 
帯域内干渉：-115.8dBm/MHz（I/N=-10dB） 

帯域外干渉：-40dBm 

干渉検討に用いる無線エントランスシステムのスペック 

(注) 本表のスペックは標準的なものであり、被干渉システムとして最悪ケースを想定したものではない。 
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別紙 ４ 

２３GHｚ帯無線分配システムからエントランス回線への干渉検討結果 

９０度セクターアンテナ 

３０ｃｍパラボラアンテナ 

６０ｃｍパラボラアンテナ 

主方向からの角度（度） 方向利得（ｄBi） 
離隔距離（ｋｍ） 

備 考 
スプリアス干渉 感度抑圧干渉 

０ ～ ±４５ ２３ ３５.７ ０.７４５ 主方向 

±６０ １３ １１.３ ０.２３６ 

±７５ ５ ４.５ ０.０９４ 

±９０ ～ ±１８０ －７ １.１ ０.０２４ 

主方向からの角度（度） 方向利得（ｄBi） 
離隔距離（ｋｍ） 

備 考 
スプリアス干渉 感度抑圧干渉 

０ ３４.５ １３４.１ ２.８０２ 主方向 

±６ １６.５ １６.９ ０.３５３ 

±１５ ４.５ ４.２ ０.０８９ 

±３０ ～ ±１８０ －５.５ １.３ ０.０２８ 

主方向からの角度（度） 方向利得（ｄBi） 
離隔距離（ｋｍ） 

備 考 
スプリアス干渉 感度抑圧干渉 

０ ４０ ２５２.６ ５.２７７ 主方向 

±６ １８ ２０.１ ０.４１９ 

±１５ ３ ３.６ ０.０７５ 

±３０ －２ ２.０ ０.０４２ 

±３０ ～ ±１８０ －１０ ０.８ ０.０１７ 
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